
 

 

 

第８期瀬戸市高齢者福祉計画・介護保険事業計画 評価表（令和５年度上半期） 

 

１ 地域包括ケアシステムの深化・推進 

（１）自立支援、介護予防・重度化防止の推進 

評価項目 分野 年間目標値 上半期実績値 達成度 

① 要支援認定者の状態維持率 

（ＫＤＢ健康スコアリング） 

※令和４年度実績値 

介護 

要支援

1 
58.0% 

59.1％

（※） 
A 

要支援

２ 
58.0% 

60.7％

（※） 

目標値を達成。各事業は感染症の影響に左

右されずに実施できた。 

認定率の推移（令和４年度３月末の時点） 

要支援１ 2.6％（前年比+0.1％） 

要支援２ 2.0％（前年比+0.1％） 

②地域はつらつ講座実施回数 

 ※年間合計 

介護 

地域 

35回 22回 Ｂ 

目標値には未達であるが、感染症の影響に

左右されずに、講座を開催できた。 

 

 

 

 

担当部署評価  

上半期においては、感染症の影響に左右されずに、各事業を実施することができた。

要支援認定者の状態維持率については、令和４年度の実績値であるが、目標値を上回

ることができている。また、要支援者の認定率もほぼ横ばいで推移しており、下半期

も各介護予防事業を実施しながら、介護予防・重度化防止に努めていく。 

 

評価委員会評価  

要支援認定者の状態維持率について、資料６ KDB健康スコアリングデータ（愛知

県医師会）を参考に、瀬戸市とバックグラウンドの似ている市との比較や、時系列で

比較することができるため、今後、指標のひとつとして評価することを検討してほし

い。 

地域はつらつ講座実施回数について、周知方法を工夫し受講率が高まっていることは

評価できる。今後も繰り返し周知に努めてほしい。 

Ａ 達成できた 

Ｂ おおむね達成できた 

Ｃ あまり達成できなかった 

Ｄ 達成できなかった 

総合評価 

B 


